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７
月
２５
日
、
中
国
・
四
国
中
国

帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
（
セ

ン
タ
ー
）
主
催
の
高
齢
者
施
設
訪

問
・
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 行

程
は
、
岡
山
駅
西
口
を
９
時

頃
バ
ス
で
出
発
し
、
（
株
）
岡
三
食

品
（
東
区
西
大
寺
新
地
）
の
工
場

を
１０
時
～
１１
時
こ
ろ
に
か
け
て

見
学
し
、
１２
時
か
ら
１３
時
３０
分

ま
で
岡
山
駅
西
口
の
又
来
軒
で
昼

食
休
憩
を
と
り
ま
し
た
。
１４
時
か

ら
１５
時
３０
分
ま
で
、
高
齢
者
施

設
の
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

事
業
所
「
こ
こ
ろ
の
里
や
ま
さ
き
」

（
中
区
山
崎
に
あ
り
、
中
国
帰
国

国
者
の
み
な
さ
ん
は
、
覗
き
込
む

よ
う
に
し
て
説
明
を
聞
き
、
写
真

を
い
っ
ぱ
い
撮
っ
て
い
ま
し
た
。 

 食
の
安
全
性
を
確
保

し
、
日
中
友
好
の
架
け

橋
に
！ 

各
工
程
の
説
明
を
受
け
た
後

で
、
河
北
省
の
農
家
の
様
子
が
ビ

デ
オ
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
山
根
和

枝
さ
ん
は
、
私
の
ふ
る
さ
と
だ
と

な
つ
か
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

岡山弁護士会 シリーズ憲法講演会Ｎo.８ 

１８歳の日本国憲法 

主権者としてこの国のあり方を考えるために 
２０１６年８月６日（土） １５：３０～１７：３０（開場１５：００） 岡山国際交流センター２Ｆ 国際会議場 

炭
で
じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
」
「
て
い

ね
い
に
皮
む
き
」
「
洗
浄
・
品
質
検

査
」
の
後
に
急
速
冷
凍
し
て
岡
山

ま
で
運
ば
れ
ま
す
。 

岡
山
工
場
で
の
作
業
工
程
は
、

①
「
原
料
選
別
室
」
（
受
け
入
れ
検

査
、
洗
浄
・
選
別
）
、
②
「
包
装
室
」

（
自
動
計
量
・
自
動
包
装
・
Ｘ
線
遺

物
検
査
・
重
量
チ
ェ
ッ
ク
）
、
③
「
レ

ト
ル
ト
加
工
室
」
（
加
圧
・
加
熱
殺

菌
）
、
④
「
検
品
・
梱
包
室
」
（
検

品
・
箱
詰
出
荷
）
の
４
工
程
で
す
。 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
「
お
い
し
さ

に
安
全
と
安
心
を
プ
ラ
ス
」
「
一
粒

一
粒
が
私
た
ち
の
自
慢
で
す
」
「
愛

情
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
お
届
け
！
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
明
る

く
衛
生
管
理
の
行
き
届
い
て
い
る

室
内
や
働
い
て
い
る
人
々
の
姿
を

見
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
述
通
り

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
帰

帰
り
が
け
に
一
袋
５
０
０
円
の
栗

袋
を
二
つ
買
っ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
案
内
係
の
若
い
職
員
が

「
中
国
で
栽
培
さ
れ
、
日
本
で
製

品
に
加
工
し
た
栗
が
、
安
全
で
お

い
し
い
食
べ
物
と
し
て
、
日
本
の
お

客
様
に
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

中
友
好
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
。
」

と
話
さ
れ
た
こ
と
が
、
心
に
強
く

残
り
ま
し
た
。
な
お
、
「
こ
こ
ろ
の

里
や
ま
さ
き
」
で
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
次
回
で
報
告
し
ま
す
。 

 

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
）
で
交
流

し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
引

率
者
２
人
、
県
庁
の
職
員
２
人
、

支
援
・
相
談
員
２
人
、
日
中
岡
山

支
部
１
人
及
び
中
国
帰
国
者
１３

人
（
岡
山
８
人
、
総
社
３
人
、
倉
敷

２
人
）
の
計
２０
人
で
す
。 

 生
ま
れ
は
河
北
省
、 

育
ち
は
岡
山 

 

最
初
に
訪
れ
た
岡
三
食
品
は
、

１
９
９
９
年
に
設
立
さ
れ
事
業
内

容
は
、
天
津
甘
栗
・
む
き
甘
栗
・
焼

き
芋
の
製
造
・
卸
・
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
以
下
、
説
明
係
の
話
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
紹
介
し
ま

す
。 こ

の
会
社
は
、
中
国
の
河
北
省

に
あ
る
唐
山
山
源
食
品
有
限
公

司
と
提
携
し
て
、
指
定
農
場
で
自

然
の
恵
み
と
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ

い
受
け
、
農
家
の
人
た
ち
に
「
有
機

栽
培
で
大
切
」
に
育
て
ら
れ
た
栗

を
も
と
に
製
造
し
て
い
ま
す
。 

現
地
で
「
大
き
さ
を
選
別
」
「
石

高
齢
者
施
設
訪
問
と
社
会
見
学 

―
日
中
友
好
に
有
意
義
な
一
日
― 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

説明を聞く中国帰国者 

① ② 

③ 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１２
日
（金
）午
後
３
時
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

自
ら
決
め
た
自
主
解
決
の
取
り

決
め( ｢

行
動
宣
言｣

)

を
厳
守
す
べ

き
で
あ
る
。 

日
米
の
介
入
は
不
当 

当
事
国
で
な
い
国
々
、
と
く
に

米･

日
は
い
ず
れ
の
国
に
も
肩
入

れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て

今
、
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
軍
事

的
対
応
を
強
化
し
て
紛
争
に
油

を
注
い
で
は
な
ら
な
い
。 

非
核･｢

平
和
の
共
同
体｣

の
構

築
を
掲
げ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
米･

日･

中
よ
り
賢
明
で
あ
る
。
争
い
へ

の
介
入
は
、
後
日
、
日
本
の
ア
ジ
ア

そ
の
後
独
立
し
周
辺
諸
国
は
そ

れ
ぞ
れ
に
領
有
権
を
主
張
し
始

め
、
石
油･

天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
が
確

認
さ
れ
る
に
及
ん
で
１
９
７
０
年

代
以
後
、
南
シ
ナ
海
は
「
摩
擦
の

海
」 

と
「
友
好
の
海｣

の
間
を
揺
れ

今
日
に
及
ん
で
い
る
。 

い
ず
れ
の
国
も
領
有
権
を
主
張

す
る
の
は
む
つ
か
し
い
。
南
沙
に
限

れ
ば
、
戦
後
、
先
占
し
、
実
効
支

配
し
て
い
る
島
嶼
が
多
い
の
は
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
台
湾
の
順
で
あ
ろ
う
。 

最
大
の
島
、
太
平
島
は
台
湾
が

支
配
し
て
い
る
。 

各
国
は
埋
め
立
て
、
施
設
拡
充

を
進
め
、
現
在
も
続
行
し
て
い

る
。
中
国
だ
け
で
は
な
い
。
と
い
う

よ
り
中
国
は
海
洋
進
出
の
後
発

国
に
位
置
す
る
。
だ
が
中
国
・
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
全
域
領
有
の
主
張
の
歴

史
的
根
拠
は
帝
国
主
義
時
代
に

淵
源
を
も
つ
。 

南
シ
ナ
海
の
小
島･

砂
州
の
歴

史
を
紐
解
け
ば
複
雑
極
ま
り
な

い
。
紛
争
後
に
で
き
た
現
行
の
国

際
海
洋
法
で
は
問
題
は
解
決
し
な

い
。
何
人
も
国
境
確
定
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
７
カ
国･

地
域
が
平

和
的
に
話
し
合
う
以
外
に
な
い
。 

当
事
国
は
紛
争
の
一
方
で
南
シ

ナ
海
の
共
同
開
発
や
協
力
も
進

め
て
き
た
。
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
の
協
力
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

き
た
の
が
こ
の
四
半
世
紀
の
歴
史

で
あ
る
。
紛
争
当
事
国
は
０２
年
に

海
は
誰
の
も
の 

領
土･

領
海
を
め
ぐ
る
争
い
は
、

｢

子
供
喧
嘩
」
以
上
の
も
の
に
な
ら

な
い
。
当
時
国
そ
れ
ぞ
れ
に
言
い

分
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

海
は
誰
の
も
の
か
、
誰
の
も
の
で

も
、
ど
の
国
の
も
の
で
も
な
い
と
い

う
の
が
中
世
ま
で
の
人
間
の
観
念

で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
大
航

海
時
代
以
後
は
、
各
国
は
軍
事
力

で
海
上
支
配
を
競
う
よ
う
に
な

り
、
野
蛮
化
す
る
。 

南
沙
問
題
で
当
事
国
で
も
な
い

の
に
、
日
本
は
自
衛
隊
を
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
と
の
軍
事
演
習
に
参
加
さ
せ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
安
倍
内
閣
だ

け
で
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
も
迷
走
し
て

い
る
。
国
民
に
と
り
迷
惑
な
話
で

あ
る
。 

起
源
は
戦
後
の
未
処
理
、 

南
シ
ナ
海
問
題
の
当
事
国
は
７

カ
国･

地
域
で
あ
る
。
ざ
っ
と
い
え

ば
１９
世
紀
後
半
以
後
、
南
シ
ナ

海
を
支
配
し
た
の
は
帝
国
主
義
フ

ラ
ン
ス
、
つ
い
で
日
本
。
日
本
帝
国

主
義
は
、
新
南
群
島
と
し
て
、
そ

し
て
日
本
敗
戦
後
は
中
華
民
国
で

あ
る
（
周
辺
の
独
立
国
は
中
国
の

み)

。 戦
後
処
理
に
お
い
て
、
南
シ
ナ

海
の
国
境
は
定
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
戦
後
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
舞
い

戻
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
中
華
民
国
が

支
配
を
争
っ
た
。 

岡
山
県
高
校
・
障
害
児
学
校

退
職
教
職
員
の
会
（
岡
山
高
退

教
）
は
、
６
月
２７
日
か
ら
７
月
３

日
ま
で
、
岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
第
１８
回
作
品
展
を
開

催
し
ま
し
た
。 

こ
の
作
品
展
は
、
会
員
の
日
常

生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
「
絵

画
、
写
真
、
木
工
、
書
道
、
服
飾
・

手
芸
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を

持
ち
よ
っ
た
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。  

 

今
回
は
じ
め
て
会
員
活
動
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
岡
山

高
退
教
に
は
、
日
中
岡
山
・
倉
敷

支
部
の
会
員
・
準
会
員
が
多
数
参

加
し
て
い
ま
す
。 

活
動
コ
ー
ナ
ー
に
、
日
中
岡
山

支
部
の
小
林
事
務
局
長
や
井
上

進
夫
準
会
員
が
講
師
を
し
て
い
る

「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
」

（
日
本
語
教
室

１０
周
年
記
念
の

集
い
。
さ
い
で
ん
・
高
島
教
室
。
芳

田
日
本
語
学
習
講
座
）
の
様
子
を

展
示
し
ま
し
た
。 

岡
山
高
退
教
第
３７
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
た
最
終
日
に
は
、

日
本
語
教
室
の
展
示
を
熱
心
に

見
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
展
示

し
て
、
中
国
帰
国
者
の
現
状
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

か
ら
の
孤
立
を
ま
ね
く
だ
け
で
あ

ろ
う
。 

 （
こ
の
文
章
は
、
５
月
２１
日
に
開

催
さ
れ
た
倉
敷
支
部
の
「
中
国
問

題
文
化
講
演
会
」
の
と
き
、
資
料

と
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
で
す
。
） 

高
退
教
作
品
展 

―
日
本
語
教
室
の
展
示
― 

 

南
シ
ナ
海
問
題
に
つ
い
て 

長
崎
大
学
名
誉
教
授 

井
手
啓
二 

 

岡山市９条の会連絡会の総会

と学習会・交流会 
◎日時：８月２０日（土）１４：００～１７：００ 

◎場所：林病院ひまわりホール 

◎内容：①１年間の活動の報告 

     ②各地域９条の会の活動の交流 

     ③今後の取り組みについて 

     ④その他 


